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別記様式（第５条関係）  

令和５年度第１回瑞穂町廃棄物減量等推進審議会  会議録  

 

 

１  日   時   令和５年１０月１２日（木曜日）  

 １０時００分から１２時００分まで  

２  場   所   瑞穂町役場４階  全員協議議会室  

３  出  席  者   町長   杉浦裕之  

会  長  横澤和也  

        副会長  根岸八千代  

        委  員  田中宗喜   吉岡一三  

村野香月   石坂隆文  

山下晶子   大野雄高  

福島由子    

        事務局  住民部長    野口英雄  

            環境課長    田島  等  

            ごみ対策係長  堂垣祐介  

            ごみ対策係   吉田尚樹  

 

４  欠  席  者   小峰芳行  

５  議   題  （１）令和４年度のごみ処理状況について  

       （２）事業系一般廃棄物の減量及び分別促進に

係る取り組みについて  

       （３）プラスチック資源循環促進法に伴う「ご

み分別事典」の改訂について  

       （４）その他    

６  傍  聴  者    ２人  
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７  配布資料    

① 令和５年度 第 １回瑞穂町廃 棄 物減量等推進審

議会次第  

       ②瑞穂町廃棄物減量等推進審議会委員名簿  

       ③「瑞穂町のごみ処理について」の資料  

 

８  会議内容  

（１）開会   委嘱状伝達及び辞令交付（略） 自己紹介（略） 

 

（２）挨拶  （略）  正副会長の選出（略）  

  

 （３）議題  

■議題（１）  令和４年度のごみ処理状況について  

（横澤会長）  それでは審議を開始致します。  

議題（１）「令和４年度のごみ処理状況につい

て」について、事務局より資料の説明を求め

ます。  

（事務局）   議題（１）「令和４年度のごみ処理状況につい

て」と議題（２）「事業系一般廃棄物の減量及

び分別促進に係る取り組みについて」につい

ては関連があるので同時に説明。  

「瑞穂町のごみ処理について」の資料とパワ

ーポイントをもとに説明。  

（横澤会長）  ご質問のある方はご発言をお願い致します。  

（根岸副会長） 立ち入り調査について４社に立ち入り調査を

しているようですが、毎年同じ会社なのです

か。ごみ減量の効果が出ているようなので、

別の会社に調査を行えばもっと効果が出るよ

うな気がします。  

（事務局）   ４社については排出量が多い業者になるので
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引き続き継続して調査していきます。立ち入

り調査以外にも西多摩衛生組合にて４社以外

の業者に対して適正にごみを分別しているか

の検査をしています。  

(大野委員）  令和４年度は前年度比２２１ｔの減量と書い

てありますが、生活をしているとごみは必ず

出るもので、０にするのは不可能だと思いま

す。瑞穂町は将来的にどのくらいの減量を目

標にしているとかはありますか。  

(事務局）    おっしゃる通りです。ごみは０にはなりませ             

       ん。ではどこまで減らせばいいのかですが瑞

穂町では一般廃棄物処理基本計画こちらを計

画しています。その中で全体としてどのくら

い減らすかということと、住民一人当たりど

のくらい減らせばいいか、という目標立てて

います。現在は令和１８年度まで計画してま

して、全体で１１，４９４ t を目標に計画し

ています。  

（田中委員）  ごみを処分していく中で、総量という言葉を

使いたくなりますが、総量という言葉を使う

と環境系の方と経済系の方で喧嘩になってし

まいます。なぜかというと、事業、企業誘致

などの経済発展を否定することになってしま

うからです。駅前などに商業施設ができるた

びに、年間数百ｔというごみが排出され、ご

みを減らすためには経済発展を止めればいい

という考え方になってしまうからです。です

ので総量の何 %減量させるという考え方も必

要ですが、一人当たりどのくらい減量させる

という考え方はとてもいいと思います。  

（事務局）   ご助言ありがとうございます。一点だけ伝え
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させてください。瑞穂町を含む西多摩郡は都

内や他市に比べて１人当たりのごみの排出量

が多いです。これは庭の草木を剪定枝として

燃えるごみとして排出しているからです。庭

付きの一軒家の所有率が高いのでどうしても

排出量が増えてしまいます。このような現状

があることもご理解いただければと思います。 

（山下委員）  食品残さの話がありましたが、具体的にはど

のような形でリサイクルされるのですか。  

（田中委員）  説明します。食品残さのリサイクルは大きく

分けて３つあります。一つは発酵させてメタ

ンガスなどを回収する燃料気化、バイオ分解

と言われるものです。分解時に発生するメタ

ンガスを燃料として使う。もう一つは純粋に

微生物に食べさせてしまう方法、微生物に食

べさせると藻のようなものになりそれを堆肥

に使う。あと水は使わずに分解発酵をさせて

堆肥にする。日本では大きくこの３つの手段

を使い分解をしてます。  

■議題（ 3）   プラスチック資源循環促進法に伴う「ごみ分  

別事典」の改訂について  

（横澤会長）   それでは議題（３）プラスチック資源循環促

進法に伴う「ごみ分別事典」の改訂について

事務局から説明を求めます。  

（事務局）   「瑞穂町のごみ処理について」の資料とパワー

ポイントをもとに説明。  

(横澤会長）   事務局による説明は終了いたしました。ご意

見等ある方はご発言ください。  

(根岸副会長 ) 容器包装プラスチックは今までと対応が変わ

るのですか。  



 5 / 6 

 

(事務局 )   容器包装プラスチックは容器包装プラスチッ

クマークを確認して今まで通りの対応になり

ます。現在不燃ごみに入れているプラスチッ

クごみを硬質と軟質に分別していく予定です。 

(根岸副会長 ) 硬質と軟質をどのように区別すればいいので

すか。  

(事務局 )   硬質プラスチックと軟質プラスチックの区別

は非常に難しいです。ですのでキャッシュカ

ードの硬さを基準に考えていただき、キャッ

シュカードより硬いものは硬質プラスチック、

柔らかいものは軟質プラスチックと区別する

ようにしています。  

(田中委員 )  なぜプラスチックごみを３種類に分別するか

説明します。これは最終処分をする段階での

有害度の高さに違いがあるので分別するよう

になりました。製品の石油等の使用量などで

有害度は変化し、使用量が多いと有害度も高

く製品は比較的に硬くなり、使用量が少ない

と有害度は低く製品は比較的に柔らかくなり

ます。その中で分別をする上での基準として

硬質プラスチック、軟質プラスチック、容器

包装プラスチックとなりました。より安全に

処分するために分別が必要です。  

(事務局 )   補足説明させていただきます。現在は燃えな

いごみとして出しているものは、食器や子供

のおもちゃなどです。これをみずほリサイク

ルプラザで手選別により、プラスチックと食

器などに分け分別してます。そこで硬質プラ

スチックという収集日を増やし、硬質プラス

チックは透明な袋に入れて排出していただく

ことで、手選別している時間を短縮すること
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ができ、住民の分別意識の向上にもつながり

ますので、事務局ではこれを目指して動いて

います。  

（横澤会長）   ありがとうございました。  

■議題（４）   その他   

（横澤会長）  それでは議題（４）「その他」について、事務

局から何かありますでしょうか。  

（事務局）    「瑞穂町のごみ処理について」の資料とパワ

ーポイントをもとに説明。  

(横澤会長）   事務局による説明は終了いたしました。ご意

見等ある方はご発言ください。  

(田中委員 )  小平・村山・大和衛生組合の完成予定はいつ

ですか。  

（事務局）    令和７年度予定と聞いてます。  

(横澤会長 )  ありがとうございました。それでは以上をも

ちまして審議を終了させていただきます。ご

協力ありがとうございました。進行を事務局

にお返しいたします。  

(事務局 )   横澤会長進行ありがとうございました。次第

７の閉会といたしまして、根岸副会長よりご

挨拶いただきたいと思います。  

(根岸委員 )  本日は長時間、貴重なご意見をいただきあり

がとうございました。今後も身近なところか

ら、私たちが委員として減量を推進していけ

たらと思います。以上をもちまして閉会とい

たします。ご協力ありがとうございました。  

 


